
コミュニティ・スクールと多様な学校支援活動（地域学校協働活動）推進のイメージ 

複雑化・多様化する子どもたちを取り巻く環境、学校の教育課題 

    虐待や貧困問題の深刻化、つながりの希薄化、規範意識や社会性等の低下、いじめや不登校の実態、学校の多忙化 等 

 

未来を担う子どもたちの豊かな成長のために ⇒ 学校・家庭・地域（社会総がかり）の連携と協働 

    支援（個別の活動を助ける）から協働（目標を共有し実現に向かってパートナーとして共に活動する）へ 

 

社会に開かれた教育課程 ⇒ よりよい学校教育を通じてよりよい社会をつくる 

    地域とともにある学校づくり / 学校を核とした地域づくり                      

  

三田型コミュニティ・スクールの成果を踏まえて、法に基づくコミュニティ・スクールへ移行 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール 熟議の場 

 
 
 
 
 
 
 
 

学校運営協議会  
  ■ めざす子ども像等の共有と課題解決について熟議 

■ 学校運営方針の承認→Yes , let’s（さぁ、いっしょに） 

  ■ 学校運営等への意見の申出（校長、教育委員会） 

  ■ 学校評価（学校関係者評価） 

  ■ その他 

 

学校支援活動（地域学校協働活動）＝ 活動の場 

 
 
 
 
 
 
 
 

学校支援活動に取り組む人のゆるやかな連携 

◎ 学校支援ボランティア 

       ◎ 放課後子ども教室 

       ◎ こうみん未来塾 

       ◎ その他  

 
地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター） 

一 体 的 推 進 


